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第7回●プロキシーサーバーを使おう！

なにやってんだよ
！

池田健二（インプレス・ラボ）

最近は米国に開設される日本企業のWWWサーバーが多い。ご

存じのように米国ではデジタル専用線の費用が格段に安く、これを

背景として低価格を実現しているプロバイダーが多い。確かにホー

ムページを維持するためには、コンテンツ作成費用とそれを格納す

るためのWWWサーバー、そしてユーザーに届けるための回線も必

要だ。提供する側からすればこれらの経費は少しでも安くしたいの

が人情で、いきおい「COM」ドメイン1に日本企業のWWWサー

バーが乱立、となる日が来るかもしれない。もちろん、このような

状態になってしまったらいくつもの問題がもちあがってくる。ひと

つは、すでに爆発的に増加している「COM」ドメインの問題と、

もう1つは日本から海外へ行くための海外リンクの浪費だ。

米国に設置されていても見るのは日本人
これらのサーバーは米国に設置されてもページの内容はもちろん

日本語で書かれている。つまり、メインターゲットは日本人である
ため、日本国内からのアクセスがほとんどであり、そのためにプロ
バイダーの海外リンクを使用することになる。最近は海外リンクが
45Mbps（T3）になっている大手プロバイダーがいくつもあり、ひ
と昔前の1.5Mbps（T1）時代とは雲泥の差になっている。しかし、
ようやく国内と海外を問わず気兼ねなくアクセスできる環境になっ
たものだなぁ、と考えるのはチト早い。

ユーザーとしての快適度
45Mbpsの海外リンクを1人で占有できたとしても、はたして米

国にあるWWWへアクセスするのと、国内にあるWWWにアクセス
するのでは、待ち時間はどちらが短く、よりおトクだろうか？実際
に、とある国内のWWWと、とある米国の2つのWWWに対して
ping2という管理ツールで往復時間を測ってみたが、国内（レンタ
ル）WWWを設置している大手プロバイダーそのものにダイアルア
ップした場合、おおむね120～130ミリ秒、同じプロバイダーから米
国の有名サーバーまでは300～400ミリ秒と、パケットの往復時間
は3倍も違う。つまり、比較的短い転送量を多くこなさなければな
らないWWWでは、米国に設置した大容量、高速回線のサーバー
と言えど、日本国内のユーザーにとっては必ずしも高速とは言えな
いことを意味しており、実際に使用してみても、国内のほうが実際
には速い場合が多い。

全世界のミラーサーバーを持つのは不可能
朝日新聞社の「asahi.com」（http://www.asahi.com/）のよう

に日本国内にミラーサーバー3を持っているWWWの場合、おおも
との米国サーバーにアクセスするより、国内のミラーサーバーにア
クセスしたほうが高速な場合がほとんどだ。とはいえ、「asahi.com」
のミラーサーバーは少数の大手プロバイダーにしかない。自分が加
入しているプロバイダーと、ミラーサーバーを持っているプロバイ
ダーの間が混雑している場合には、国内といえどかなり待たされ、
米国のサーバーにアクセスするのと、待ち時間はほとんど変わらな
い場合もありえる。もし全世界のWWWのミラーサーバーが設置し
てあるプロバイダーがあったらすこぶる速いだろうが、現実はそれ
だけのディスクをプロバイダーが用意することは不可能で、全世界
のコンテンツを有限時間内に持ってこれるだけの強力な回線を用意
することも不可能だ。ただ、ディスク容量が足りないならば不要な
情報を順次捨てていく機構があればよく、強力な回線が無いなら
必要になった時点でコンテンツを持ってくればいい。そのような機
能を持ったサーバーなら現実的だ。

すでにある！その名も「プロキシー」
この2つの機能を持ったサーバーの実際の運用が待たれる、と願

うまでもなく、すでこのサーバーは多くのプロバイダーに用意され
ている。そう、「プロキシーサーバー4」と呼ばれるのが、オンデマ
ンド型のミラーサーバーだ。海外より国内、遠くの親戚より近くの
他人、ミラーよりプロキシーだ。自分が使っているプロバイダーに
もプロクシーサーバーがあるはずだ。加入時にもらった資料にサー
バー名とポート名が書かれている。なお、プロキシーサーバーにつ
いては1996年3月号の201ページでも詳しく説明しているの
で、バックナンバーを持っている人はそれも参
考にしていただきたい。

【脚　注】1「COM」ドメイン：米国国内にある企業や営利団体などの「商業組織」のドメイン名。
2ping：ネットワーク管理ツールの一種で、自分のコンピュータから他のコンピュータ（各種サーバー）まで
のパケットの往復時間を測るツール。

3ミラーサーバー：特定のサーバーに集中する負荷を減らすために他に設置する、元のサーバーと同じコンテ
ンツを持ったサーバー。

4プロキシーサーバー：一度他のネットワークから転送したデータを一定時間だけ貯めておくためのサーバー。

WIindows95にも「ping」が付属
しているので、実際に測ってみよう
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